
令和 3 年度 文京区障害者地域自立支援協議会 

第 1 回就労支援専門部会 

令和 3 年 8 月 4 日(水) 

10 時 00 分から 12 時 00 分 

ハイブリッド式開催(Zoom/障害者会館 AB) 

 

会議次第 

 

1 開会 

(1)部会⾧の互選、副部会⾧の指名について 

 

2 議事 

(1)令和 3 年度障害者自立支援協議会について 

 ①令和 3 年度就労支援専門部会検討事項について・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 2-1 号】 

 ②令和 3 年度障害者地域自立支援協議会スケジュールについて・・・・・・・・・【資料第 2-2 号】 

(2) 昨年度話し合われた内容の確認 

 ①令和 2 年度就労支援専門部会・ワーキングの内容・・・・・・・・・・・・・・ 

【資料第 3-1 号】【資料第 3-2 号】【資料第 3-3 号】 

(3)ハンドブック作成について 

 ①令和 3 年度第 1 回ワーキング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 4-1 号】 

 ②ハンドブックの内容について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 4-2 号】 

 ③印刷について トヨタループス 

 ③事例記事作成のスケジュール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 4-3 号】 

  

(4)その他 

 

【資料】 

・就労支援専門部会委員名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 1-1 号】 

・文京区障害者地域自立支援協議会要綱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 1-2 号】 

・令和 3 年度就労支援専門部会検討事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 2-1 号】 

・令和 3 年度障害者地域自立支援協議会スケジュール・・・・・・・・・・・・・・【資料第 2-2 号】 

・令和 2 年度就労支援専門部会・ワーキングの内容【資料第 3-1 号】【資料第 3-2 号】【資料第 3-3 号】 

・令和 3 年度第 1 回ワーキング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 4-1 号】 

・ハンドブックの内容について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 4-2 号】 

・事例記事作成のスケジュール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 4-3 号】 



【資料第1-1号】

※○は新メンバー

役職名 委員名 所属機関・団体・施設名

副会長 志村　健一 東洋大学社会学部社会福祉学科教授

委員 瀬川　聖美 社会福祉法人本郷の森　理事長

〃 ○ 佐瀬　祥子 飯田橋公共職業安定所　統括職業指導官

〃 　 藤枝　洋介 障害者就労支援センター 所長

〃 ○ 伊藤　博子 東京障害者職業センター　職業カウンセラー

〃 ○ 北村　洋次郎 筑波大学大塚特別支援学校　進路指導主事

〃 松井　裕 都立王子特別支援学校主幹教諭

〃 　 石橋　綾 東大病院　精神科デイホスピタル　作業療法士

〃 　 小泉　洋平 小石川メンタルクリニック　リワークデイケア　精神保健福祉士

〃 ○ 南雲　ひとみ ジョブリッジ飯田橋　サービス管理責任者

〃 ○ 阿部　光実 銀杏企画三丁目　職業指導員

〃 ○ 平井　芙美 アビーム施設長

〃 小林　美千代 工房わかぎり施設長

〃 中瀬　茂由 大塚福祉作業所　主任

〃 有村　秀一 トヨタループス株式会社　代表取締役社長

当事者委員 ○ 天野　亨

　

区　委員 　 永尾　真一 障害福祉課　障害福祉係長

〃 ○ 加藤　たか子 保健サービスセンター

事務局 藤枝　洋介 障害者就労支援センター

〃 松本　寛 障害者就労支援センター

〃 多田　理恵子 障害者就労支援センター

〃 鈴木　咲希 障害者就労支援センター

〃 秋元　全和 障害者就労支援センター

〃 緒方　明日海 障害者就労支援センター

令和3年度文京区障害者地域自立支援協議会　就労支援専門部会委員名簿



 







 

 

 



「情報共有する上で、障害者就労に関する共通のプラットフォーム(基本情報）になるハンドブック
の作成を行う」

目的：
雇用・福祉・医療・保健・教育など、様々な分野が障害のある方の就労支援に携わっており、
「就労」に関する共通認識をもつことによって、分野を超えた連携の促進を図るため。
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令和３年度就労支援専門部会
検討事項について

【資料第2-1号】



自立支援協議会
（親会）

相談支援
専門部会

就労支援
専門部会

権利擁護
専門部会

障害当事者部会

地域生活支援
専門部会

令和３年度 障害者地域自立支援協議会スケジュール
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【資料第2-2号 】
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【資料第 3-2 号】 

第 1 回就労支援専門部会ワーキング 
令和 2 年 12 月 17 日(木)開催 

 

 

ワーキングメンバー 

 

自立支援協議会副会⾧ 志村健一 

部会⾧ 瀬川聖美 

トヨタループス株式会社 有村秀一 

王子特別支援学校 松井裕 

小石川メンタルクリニック 小泉洋平 

銀杏企画移行分室 石田由美子 

工房わかぎり 村瀬綱希 

当事者部会⾧ 小西慶一 

文京区障害者就労支援センター 藤枝洋介・秋元全和 

事務局 松本寛 

 

 

検討テーマ 

ハンドブックにどのような内容を盛り込むかについて就労支援ハンドブック目次(案)をも

とに話し合いを行った。 

 

【資源マップについて】 

・現状、B 型はセンターや学校からの紹介が主な経路であり一般からの問い合わせはない。 

・事業所の種類や支援内容は意外と知らない。 

・準備が出来ていない人の為の、地活や自立訓練をいれるのはどうか。 

・既にあるものは代用する。例えば「心の健康ガイド」の活用等。 

・マップに 1 ページの定着支援は必要ない。就労移行支援事業の一環でよいのでは。 

・マップには二次元コードも入れたほうがいよいのでは。 

・マップには路線情報はいれても良いのでは、手帳があれば都営は無料で使える。 

・マップについて、地域の商工会、商店街を巻き込むのは。文京区の特徴を出す。 

・マップは〇をカラーにして、位置・機能・属性を直ぐに確認できるように。 

・他の地域では A３サイズのマップがあった。 
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【事例について】 

・事例の医療機関は（デイケア・地域の医療機関も事例があれば） 

・事例の各就労支援機関の違いは何かという疑問を持つのではないか。 

・すべて使えるのか、順番はあるのか等わかると良い。 

・事例で行きついた先からのステップアップの見せ方。 

・働く事と通所の違いを明確に示せるとよい。 

・事例で企業の中での働き方の幅、選択肢がわかると良い。 

・事例やフローチャートでそれぞれの連携がわかると良い。 

 

【フローチャートについて】 

・フローチャートの行きつく先がどんなところか説明が必要。 

・フローチャートの生活面の相談というの行きつく先はどこになるのか。 

・事例やフローチャートでそれぞれの連携がわかると良い。 

・生活面での相談は障害者就業・生活支援センター以外にもあるのか。。 

・フローチャートで行きついた先からのステップアップの見せ方が必要ではないか。 

・相談支援リスト、どのように相談する場所を記載するか。（拠点、基幹、センター、計画 

相談先）まとめ役・統括はどこになるのか。 

・フローチャートは振るいにならないような見せ方を。本人の自己選択、自己決定。 

・目的の一つとして、進路指導で使えるとよい。 

・生活面でのフローチャートはなくして、就労を目指す方のみで進める。 

 

【その他の意見】 

・対象を絞る必要がある。どこに軸足を置くか議論の必要があるのではないか。 

・働き方などをコーヒーブレイクのような形でコラム的に入れると企業にも参考になるの 

ではないか。 

・ハンドブックを通じて将来的に選択肢があるという事を伝えられたらいいと思う。 



【資料第 3-3 号】 

令和 2 年度 第 2 回就労支援専門部会 

令和 3 年 3 月 9 日(火)～3 月 18 日(木)書面開催 

 

配布資料 

・就労支援ハンドブック目次（案） 

・相談先フローチャート（案） 

・社会資源の紹介ページ（案） 

・社会資源 MAP（案） 

・意見聴取シート 

・第１回就労支援専門部会ワーキングの報告 

・事例内容（案） 

 

ハンドブックに関する意見聴取シートにて各委員の皆様よりご意見を頂いた。 

 

 

就労支援専門部会での事例記事内容についての意見 

 

・卒業後、Ｂ型から企業就労した生徒がいます。2～3 年かけて企業が決まったが、その経緯が

分からなかった。進路情報として支援機関の連携等もあったと思うのでそういう事例がほしい。 

 

・流れの矢印が就労を終着点としているが、その後のサポートも考えている支援機関が多いと

思います。就労の先もイメージできるような構成にデザインされていると良いのではないかと

思います。 

 

・企業での取り組みは多様なものがあると思われるため、分量が多くなっても良いかと思いま

す。企業の方にも障害者雇用のイメージが付きやすいものになって欲しいです。 

 

・実際に相談を受け解決した多様な事例内容について、現実に即した①相談内容②支援手順③

結果どのように解決されていったか④その後の定着支援についても具体的にわかりやすく提示

して欲しい。 

 

事例記事内容についての意見を参考に次回就労支援専門部会ワーキングにて話し合いをする

事となった。 





















令和 3 年 8 月 4 日（水） 

【資料第 4ʷ2 号】 
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就労支援ハンドブック 目次（案）   

 

合計 67 ページ(最大) 

  

表紙裏表紙・・・4P 

 

はじめに（１P） 

 

目次（1P） 

 

①文京区地域自立支援協議会について（1P) 

  就労支援専門部会について 

 

②社会資源確認チャート（2P)→（4P）   

  働いておらず、働きたい方／働いていて職場での悩みを相談したい方 

 

  

③社会資源の紹介ページ （26P) →（28P）各 1 ページ 

  [就労] 23P 

就労移行支援事業（8 箇所） 

  就労継続支援 A 型（2 箇所） 

  就労継続支援 B 型（11 箇所） 

  就労定着支援事業（4 箇所）※リスト形式 

障害者就労支援センター 

障害者就業・生活支援センター（ワーキングトライ/WEL’S） 

 

[生活]２P 

  文京区障害者基幹相談支援センター 

地域生活支援拠点事業 

 

[医療]4P 

医療機関(デイケアなど) ※リスト形式 

 



令和 3 年 8 月 4 日（水） 

【資料第 4ʷ2 号】 
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[事例にご協力頂いた事業所]（3～6P） 

小石川メンタルクリニック 

王子特別支援学校 

トヨタループス株式会社 

 

 

④社会資源相関図(1P)  

 

⑤社会資源 MAP(2P) 

   

⑥事例 （14P)各 2 ページ 

  就労の経験 

企業での取り組み 

医療機関での就労支援・取り組み 

  特別支援学校での就労支援・取り組み 

  就労移行支援事業所での就労支援・取り組み 

  就労継続支援 B 型での就労支援・取り組み 

  障害者就労支援センターでの就労支援・取り組み 

   

⑤障害者雇用の制度（2P) 

  障害者雇用率制度 

  文京区助成金 

 

⑥その他の活用できるハンドブックなど（1P) 

・文京こころのふれあいをすすめる会「心の健康ガイド」 

・文の京 障害者福祉のてびき 

 

→相談先フローチャートへも掲載 

 

⑦ハートフル工房・ジョブ～る文京のご案内（1P) 

 

⑧トヨタループス株式会社 （印刷・デザインのご協力）（2P） 

 



検討事項

①ルビや見分けやすい色合いなどについて
ルビを必要とする方向けにどのページにルビ振りをするか(簡易な表
現に変更するか）

見分けやすい色合い・・・・濃淡がわかるようにし、色は極力使わない

②社会資源確認チャート
レイアウト、字の大きさ、社会資源の確認の方法について

③社会資源紹介ページ
レイアウト、項目内容について

④目次内容
ページ数を増やし下記の内容を変更しています。

事例提供していただける事業所は、社会資源紹介ページにも掲載する。

トヨタループス株式会社で印刷やデザインをして頂く様子などの紹介ページ
を増やす。

3


Text Box
3





Text Box
3



②社会資源確認チャート
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Text Box
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冊子：A4_見開き2P
社会資源確認チャート

社会資源確認チャート

今、働いておらず、仕事をしたいと思っている。
今、働いている職場での仕事に悩みがある。

はい いいえ

障害や病気があると診断されている 生活のしづらさについて相談してみたい

働くことに対す
る悩みや不安
は心の不調の
せいだと思う

仕事をする上での、
障害や病気の不安
を相談してみたい

障害や病気によ
る生活の悩みを
相談したい

障害福祉
サービス
の利用に
ついて相
談をした
い

⑩⑪
⑫

心の不調
を相談し
たい

⑧⑨

はい いいえ

④

⑤
⑩具体的な

就職先を
探したい

障害者雇用で
働いてみたい

働き方や配慮事項につい
て相談をしてみたい

住んでいる
地域で相談
をしたい

就職に向けて訓練をし
ながら相談をしたい

① ②
③

ページ（○P〜○P)

障害や病気があると診断されている
復職について相談をしたい

賃金、退職金
などの労働条
件や労使関係
について相談
をしたい

働く中での悩
みは障害や病
気のせいだと
思う

⑥

はい いいえ

⑩⑪⑫

⑤⑦

障害福祉サービスの利
用について相談をしたい

生活する中で
の悩みを相談
したい

働く中である心の不調
の悩みを相談したい

働き方や仕事をするため
の支援の相談をしてみた
い

住んでいる
地域で相談
をしたい

① ② ⑤⑩

⑧⑨

社会資源確認チャート

参考資料
⑫

参考資料
⑬

参考資料
⑬

相談したいこと、どんなサービ
スルがあるのか、どこに相談す
ればいいか迷っている時に、相
談窓口やサービスを確認できる
チャートになっています。

次のページに社会資源が番号
順に掲載されています。たどり
着いた先の番号を次のページ
で確認して下さい。

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい
はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえはい

はい

はい

■質問の仕方
→語尾START付近→「してみたい」「だと思う」→自分で選択・考える
→語尾GOAL付近→「したい」「して欲しい」→決断・理解・動機づけ
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冊子：A4_見開き2P
社会資源確認チャート

①文京区障害者就労支援センター
参考ページ（○P、○P）

障害者の就労に関する相談窓口として、
障害者や家族・企業・関係機関からの
相談を受け、障害者施設やハローワー
クと連携しながら、各種就労に向けて
の支援を行っています。

②障害者就業・生活支援センター
参考ページ（○P、○P）

就労支援及び就労に伴う生活支援を
実施しています。
障害のある方を対象に働く上での相談、
事業所を対象に障害者雇用に関する
相談を行っています。

③就労移行支援事業所
就労継続支援A型
就労継続支援B型

参考ページ（○P、○P）
就労移行支援

利用期間（原則2年）、
一般雇用を目指す障害のある方を対
象に職業訓練等を行っています。

就労継続支援A型・就労継続支援B型

就労の機会を提供するとともに、生産
活動その他の活動の機会の提供を通
じて、その知識及び能力の向上のため
に必要な訓練等を行います。
A型は雇用契約を結ぶ、福祉的就労の
場。B型は雇用契約を結ばない福祉的
就労の場。

④ハローワーク
参考ページ（○P、○P）

就職することを希望する障害のある方
への。仕事の情報提供、紹介、就職活
動の相談、必要な技能習得のための
職業訓練等への入校相談を行ってい
ます。

⑤医療機関
参考ページ（○P、○P）

精神科によって、リワークデイケア（復
職支援）を実施している。

リワークデイケアで、生活のリズムの
整えや復職支援を行っています。

⑥労働相談情報センター
参考ページ（○P、○P）

賃金・退職金等の労働条件や労使関
係など労働問題全般にわたり相談に
応じています。

⑧障害福祉課
参考ページ（○P、○P）

障害福祉についての相談及び各種の
事業を実施しています。

・身体障害、知的障害に関する相談
及び支援

・各種手当て支給や助成の手続きに
関することなど

⑩保健サービスセンター
参考ページ（○P、○P）

精神障害・難病の方及びその家族か
ら、病気や健康に関する相談を地区
担当の保健師が受け付けています。

専門医師による精神保険相談も行っ
ています。

⑪障害者基幹相談支援センター
参考ページ（○P、○P）

障害者・児とその家族に対する相談
支援の中核的な役割を担い、障害の
種別や年れに関わらず、各種相談情
報提供などの支援を行っています。

⑫地域生活あんしん拠点
参考ページ（○P、○P）

障害者とその家族が安心して地域に
住み続けることができるように、該当
地区に住んでいる障害者等からの各
種相談支援や地域づくりを行っている。

⑬心の健康ガイド
参考ページ（○P、○P）

文京区心のふれあいをすすめる会が
発行している、主に精神障害のある
方向けのハンドブック。精神保健福祉
に特化し、社会資源や制度の紹介が

されています。

⑭文の京 障害者福祉のてびき
参考ページ（○P、○P）

障がいのある方に対するサービスの
内容と利用方法などが掲載されてい
ます。

⑦東京障害者職業センター
参考ページ（○P、○P）

職業相談、職業準備支援、職業評価、
ジョブコーチ支援、リワーク支援などを
行っています。

雇用管理等の助言など事業主支援も
行っています。

⑨予防対策課
参考ページ（○P、○P）

精神障害の方についての各種申請を
受け付けています。

難病の方についてはホームヘルプ・
就労支援等の障害福祉サービスの利
用申請を受け付けています。
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③社会資源の紹介
ページ
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冊子：A4_見開き2P
社会資源の紹介ページ

基本情報
住所
電話/FAX/E-mail
最寄り駅
見学/実習
ＵＲＬ

事業所名

・事業の特徴・強み・
・写真を多く使う
・作業風景
・プログラムの様子
・事業所PR
・パンフレットの掲載

身 知 精

・事業名横→対象障害がわかるように記号を記載。

・基本情報は上段にまとめる。詳しい説明は下段。

→人は Ｚ 方向に左から右に読み進める傾向があるため、上段に基本情報
を記載し、疲れやすい方や読むのが苦手な方も情報量を調整しやすくする。

・下段は事業所の特徴や雰囲気や様子が分かるように掲載する。

・下段二次元バーコードでＨＰにアクセスできるように、詳細を確認できるように
する。

・二次元コードを利用できない方用に上段基本情報の場所にもURL記載する。

MAP番号
③就労移行支援事業所
参考ページ（○P、○P)
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事業所名 文京区障害者就労支援センター

冊子：A4_見開き2P
社会資源の紹介ページ

基本情報
住所 文京区本郷4－15－14文京区民センター1階
電話 03−5805−1600 FAX 03−5805−1601 メール daihyo@bunkyo-shuroushien.jp
最寄り駅 春日駅：都営三田線、大江戸線 後楽園駅：東京メトロ 丸ノ内線
見学/実習 ー
ＵＲＬ https://www.city.bunkyo.lg.jp/hoken/shogai/shigoto/shiencenter.html

事業所名 文京区障害者就労支援センター 身 知 精

MAP番号障害者就労支援センター 参考ページ（○P、○P)

毎月第1・3水曜日に文京区障害者就労支援センターのラウンジで開催しています。
予約制になっておりますので、事前にお電話・FAX・メール・来所でお申し込み下さい。

就労支援センター登録後

文京区障害者就労支援センターでは、区内の障がいのある方の『働く」を応援
しています。就労支援、就労に伴う生活支援を行っています。利用は登録制に
なっており、登録の際には職業ガイダンスへご参加頂いています。

基本情報
住所 文京区本郷4－15－14文京区民センター1階
電話 03−5805−1600 FAX 03−5805−1601 メール daihyo@bunkyo-shuroushien.jp
最寄り駅 春日駅：都営三田線、大江戸線 後楽園駅：東京メトロ 丸ノ内線
見学/実習 ー
ＵＲＬ https://www.city.bunkyo.lg.jp/hoken/shogai/shigoto/shiencenter.html

身 知 精

MAP番号障害者就労支援センター 参考ページ（○P、○P)

文京区障害者就労支援センターでは、区内の障がいのある方の『働く」を応援
しています。就労支援、就労に伴う生活支援を行っています。利用は登録制に
なっており、登録の際には職業ガイダンスへご参加頂いています。

→
これぐらい
の大きさで
あれば、A3
印刷した際、
文字が潰
れずよめ
ました。

毎月第1・3水曜日に文京区
障害者就労支援センターのラ
ウンジで開催しています。

予約制になっておりますので、
事前にお電話・FAX・メール・
来所でお申し込み下さい。

障害者就労支援センターにつ
いて、障害者雇用についての
説明会を前半行い、後半は
個別面談を行っています。

ラウンジでは職業ガイダン
スを開催する他、相談室（特
に複数人で相談する場合）と
して使っています。

その他、就労に関する資料を
自由に閲覧できるよう配架し
ています。

相談室 障害者就労支援センターでは、就労相談の他に、主に知的障害
のある方向けに生活講座やたまり場（現在、新型コロナウイルス
の影響で中止）、講演会などの事業も行っています。
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④社会資源相関図
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冊子：A4_見開き2P
社会資源相関図

①文京区障害者就労支援センター
参考ページ（○P,○P)

②就業・生活支援センター
参考ページ(○P,○P)

就労移行支援事業所
参考ページ（○P,○P)

就労継続支援B型事業所
参考ページ（○P,○P)

就労継続支援A型事業所
参考ページ（○P,○P)

医療機関・精神科リワークデイケア
参考ページ（○P,○P)

ハローワーク
参考ページ（○P,○P)

障害者職業センター
参考ページ（○P,○P)

特別支援学校
参考ページ（○P,○P)

文京区障害者基幹相談支援センター
参考ページ（○P,○P)

地域生活あんしん拠点
参考ページ（○P,○P)

雇用施策

福祉・医療・教育施策

一
般
雇
用
へ

生
活
支
援
へ

社会資源相関図
様々な、就労、生活に関する支援機関を分類し
たチャートマップです。

どんな役割をもっているのか、おおまかなイメー
ジがつきやすいようチャートに配置をしています。

※各事業所によってサービス内容が異なる場
合があります。

労働相談情報センター
参考ページ（○P,○P)

就労定着支援事業所
参考ページ（○P,○P)
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⑥事例
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就労の経験 →銀杏企画３丁目移行分室

企業での取り組み → トヨタループス株式会社

医療機関での就労支援・取り組み →小石川メンタルクリニック

特別支援学校での就労支援・取り組み →王子特別支援学校

就労移行支援事業所での就労支援・取り組み →銀杏企画３丁目移行分室

就労継続支援B型での就労支援・取り組み →工房わかぎり

障害者就労支援センターでの就労支援・取り組み →障害者就労支援センター
(敬称略）
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冊子：A4_見開き2P

【相談したいこと】

文京区障害者就労支援センター

事例

※個人が特定できないよう内容を変更しています。

福 祉

住所：文京区本郷4－15－14文京区民センター1階

職業
ガイダ
ンス

登録 相談 就職準備支援/
職場定着支援

職業
ガイダ
ンス

相談

うつ病の診断を受けていたＡさん、自身の特性と向き合いながら派遣社
員として一般事務のお仕事をしていました。真面目な性格から、会社の
皆からも頼りにされて働きがいを持って仕事をしていました。そんな折、
突然派遣先の企業の業績が悪化してしまい契約が終了となってしまい
ました。新しく紹介してもらえる仕事は短期が多く、契約終了の不安と新
しい職場の変化についていけずに体調を崩してしまいました。仕事も出
来ず貯金もなくなってしまったＡさん保健所からの紹介でガイダンスに参
加されました。

ガイダンスに参加されたＡさんは、障害者雇用の存在を知り正社員とし
て長く同じ会社で働き続けたいと思われたそうです。突然の契約終了と
環境の変化から、状況を整理出来なかったＡさんですが、支援員と一緒
に生活環境やこれからの仕事について整理をしていきました。
まずは、生活の安定を目標として年金や生活費について支援員と一緒
に相談に行きました。自信 を失っていたＡさんですが、生活の目途が
たち安心されたようでした。

就職準
備支援

職場定
着支援

11
22

33

11 22

3322

支援の流れ

ラウンジ

就労移行支援事業所や就
労継続支援A型/B型、様々
な障害者雇用に関する資料
を置いています。また、相談
室としても利用しています。

職業ガイダンスは、ラウンジ
で行っています。

相談室

登録

就職
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作成印刷スケジュー
ル 予定）
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事例

８月上旬以降〜

依頼

９月下旬〜

事例記事案

締め切り

１１月〜

第２回ワーキング
グループにて共有

レイアウトの修正

１２月〜

第２回就労支援専
門部会にて共有

１月〜

第３回ワーキング
グループにて共有

社会資源紹介ページ

８月上旬以降〜

各機関へ依頼

１０月中旬〜

社会資源記事

締め切り

１２月〜

第２回就労支援専
門部会にて共有

レイアウトの修正

１月〜

第３回ワーキング
グループにて共有

社会資源確認チャート

８月〜

レイアウトの相談

１２月〜

第２回就労支援専門部
会にて共有

レイアウトの修正

社会資源相関図

８月〜

レイアウトの相談

１２月〜

第２回就労支援専門部
会にて共有

レイアウトの修正

社会資源マップ

８月〜

レイアウトの相談

１２月〜

第２回就労支援専門部
会にて共有

レイアウトの修正

３
月
上
旬
〜
印
刷

２
月
〜
第
３
回
就
労
支
援
専
門
部
会

最
終
稿

作成印刷スケジュール予定

事例及び社会資源の紹介ページについては、事業所の
皆様へ記事作成の依頼を行います。
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就労支援
専門部会

就労支援専門部
会ワーキング

第1回
【7/7開催】

第1回
【8/4開催】

事例記事作成スケジュール(案)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第2回 第3回

ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
印
刷

事例記事作成

【資料第4-3号】

(仮)
10月

(仮)
1月


